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「ぼくは人間だ、一人の人間なんだ」

　これは、この物語の主人公、チャーリｲ・ゴード
ンの心の叫びです。私は、自分が人間だと主張せず
にはいられない彼の立場に、大きなショックを受け
ました。人間とは、知能とは何なのだろうか。知能
があれば、人は幸せだと言えるのだろうか。この物
語は、これまで私が考えたことのない、けれども生
きていく上で大切なことを考える機会を与えてくれ
ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　この物語の主人公、チャーリｲは、三十二歳になっ
ても幼児の知能しかない精神遅滞者です。あるとき
そんな彼に、手術で頭をよくしてくれるという夢の
ような話が舞い込みます。その申し出にとびついた
チャーリｲは、手術により天才に変貌します。
　私は、彼は賢くなれたのできっと幸せになれるだ
ろうと思っていました。なぜなら、彼はずっと利口
になることを夢見ていたからです。しかし、それは
私の思い込みでしかなかったようです。
　手術前のチャーリｲはとても素直で、疑うことを
知らない純粋な青年でした。子供のように振る舞い、
周りの人と一緒になって自分を笑っていました。な
ぜみんなが笑っているのかはわからないけれど、み
んなが自分を笑っていられるうちは自分を好いてい
てくれるってわかっていたからです。そんなチャー
リｲが、手術を受け超知能を手に入れたことにより
変わってしまいます。みんなに馬鹿にされていたと
いうことに気づき、心から他人を信用できなくなっ
てしまうのです。また、彼の周りの人たちは態度を
変え、次々と彼の元から去っていきます。
　なんということでしょう、賢くなることで人を疑
う心が芽生え、友達まで失ってしまうなんて―。彼
は物語の中で、自分から離れていくそれらの人々に
ついてこう語ります。
　「自分の無能さに安住するためにぼくを利用した
んだ。白痴にくらべれば、だれだって自分が聡明だ
と感じられるからね」

　私は、まるで頭を鈍器で殴られたかのような衝撃
を受けました。また、同時に激しい羞恥の念にから
れました。彼の言葉を否定したい一方で、それを認
めざるを得ない私がいました。なぜならば、私の中
にも物語の登場人物のように、他人をものさしに
使ってしまう自分が存在していることに気づいてし
まったからです。そのような行為は、幼稚で馬鹿げ
たことだとは分かっています。しかし、ふとした瞬
間に、くらべてしまうのです。この物語を読み進め
ていく上で、私は自分の心の汚れを知りました。
　これまで私は、人間について、知能について一度
もまじめに考えたことがありませんでした。私には
ある程度の知能があり、それが当たり前だと思って
いたからでしょう。そして、知らず知らずのうちに、
知能がある自分は幸せで、チャーリｲのような精神
遅滞者は不幸だと思い込んでいたのです。では、本
当に大切なものとは、一体なになのでしょうか。そ
の答えは、物語の中に隠されていました。チャーリ
ｲはこう言い切ります。人間的な愛情の裏打ちのな
い知能や教育なんてなんの値打ちもない、と。そう
なのです、大切なのは知能よりも心なのです。どん
なに頭がよくて勉強ができたとしても、人をいたわ
り、愛することができる心がなかったら、機械とお
なじなのではないでしょうか。
　残念ながら、今は社会全体が心よりも能力を重視
する傾向にあると思います。しかし、それではいけ
ないのです。競争に勝つことも時にはいいかもしれ
ませんが、それよりも互いの良い所を見つけ、認め
合うことのほうがもっと素敵なのではないでしょう
か。人間の大切なものは知能ではなく心です。これ
からはこのことを胸に秘め、自分の心をより豊かに
していきたいです。チャーリｲと共に…。
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